
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

包

括

外

部

監

査

契

約

の

締

結

行

政

改

革

推

進

室

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

〃

請

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

〃

〃

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

〃

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

教

育

委

員

会

【

企

業

局

】

○

浄

水

ケ

ー

キ

の

販

売

代

金

の

収

納

事

務

の

委

託

総

務

企

画

課

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
包
括
外
部
監
査
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
し
た
。 

 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

                                
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 

一 

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期 

    

令
和
五
年
四
月
一
日 

二 

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法 

    

基
本
費
用
、
執
務
費
用
及
び
実
費
と
す
る
。 

三 

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏
名  

上
尾 

洋
平 

    

住
所 

岡
山
県
岡
山
市
北
区
昭
和
町
六
番
一
七
号 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
О
昭
和
町
三
〇
四 

四 

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法 

    

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
に
一
括
払
を
す
る
。
た
だ
し
、
業
務
の
実
施
上
必
要
と
認 

め
る
と
き
は
、
前
金
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

日
比
共
同
製
錬
株
式
会
社

住
所

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目

番
号

1
1

1

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

齋
藤

修

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
日
比
共
同
製
錬
株
式
会
社
玉
野
製
錬
所

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
日
比
六
丁
目
番
号

1
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 廃 止 廃 止

62－ホ 62－ホ 62－ホ 62－ホ
非鉄金属製造業の用に 非鉄金属製造業の用に 非鉄金属製造業の用に 非鉄金属製造業の用に

種 類 供する廃ガス洗浄施設 供する廃ガス洗浄施設 供する廃ガス洗浄施設 供する廃ガス洗浄施設
（ミストコットレル１ （ミストコットレル２ （ミストコットレル１ （ミストコットレル２
－２） －２） －２） －２）

能 力 52,000Ｎ㎥／ｈ 同左 同左 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 設置許可受理後 令和５年11月１日 設置許可受理後 令和５年11月１日

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事開始６か月 令和６年３月20日 工事開始６か月 令和６年３月20日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後 令和６年４月１日 工事完成後 令和６年４月１日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 16 22
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 1～1.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 240 1,000
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 55 184

油 分（㎎／Ｌ） － －

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 0.5 1

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.01 0.1 同左 同左 同左

Ｃ ｕ（㎎／Ｌ） 166 920

Ｐ ｂ（㎎／Ｌ） 55 184

Ｚ ｎ（㎎／Ｌ） 331 1,380

Ｃ ｄ（㎎／Ｌ） 11 92

Ａ ｓ（㎎／Ｌ） 1,656 3,680

Ｓ ｅ（㎎／Ｌ） 4.6 18

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項
変更なし

(5) 排水口に関する事項
変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年４月14日から同年５月５日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所

令和５年４月１４日　岡山県公報　第１２４８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

北
興
化
学
工
業
株
式
会
社

住
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
一
丁
目
５
番
４
号

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

佐
野

健
一

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
北
興
化
学
工
業
株
式
会
社
岡
山
工
場

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
胸
上

番
地

4
0
2
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止

47－ハ

種 類 同左
医薬品製造業の用に供
する分離施設（Ｒ－４
－２）

能 力 0.8㎥／時0.8㎥／時
1.0～2.2回／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 令和５年５月28日 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事着手後１週間 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後直ちに －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.6 1
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 0.5～2.5 同左
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 199 312
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 45 50 33 57

油 分（㎎／Ｌ） 32 41

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 19 38

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 6 10 同左

ジクロロメタン ㎎／Ｌ ＜0.01 0.2（ ）

㎎／Ｌ ＜0.05 0.3１，４－ジオキサン（ ）

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水処理施設Ｎｏ．１

種 類 中和槽、調整槽、沈殿槽、曝気槽、反応槽、凝集槽

構 造 ＳＵＳ、ＲＣ
同左

主 要 寸 法 23.9×8.9×6.2Ｈ

能 力 460㎥／日

処 理 の 方 法 中和、凝集沈殿

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時におい 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
て当該特定施 区 分
設から排出さ 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
れる汚水等の
汚染状態の通 水 量（㎥／日） 142.9 217.1 142.9 217.1 同左
常の値及び最
大の値並びに ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 7.0～8.0 7.0～8.0 0.5～2.5 0.5～2.5 6.5～8.5 6.5～8.5
当該汚水等の
通常の量及び ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 394 631 87.9 147
最大の量

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 57 10 15 同左

油 分（㎎／Ｌ） 32 41 1.5 1.9

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 64.6 84 64.6 84 81.2 106 81.2 106

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 12.3 8.14 11.7

ふっ素（㎎／Ｌ） ＜0.1 55 ＜0.1 55

同左ほう素（㎎／Ｌ） ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1

ベンゼン（㎎／Ｌ） ＜0.01 0.1 ＜0.01 ＜0.01

ジクロロメタン ㎎／Ｌ ＜0.01 0.02 ＜0.01 ＜0.01（ ）

１，４－ジオキサン ㎎／Ｌ ＜0.05 2.8 ＜0.05 2.8（ ）

アンモニア、アンモニウム
25.8 33.6 25.8 33.6 32.5 42.4 32.5 42.4化合物、亜硝酸化合物及び

（㎎／Ｌ）硝酸化合物
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水処理施設Ｎｏ．２

種 類 中和槽、調整槽、沈殿槽、曝気槽、反応槽、凝集槽

構 造 ＳＵＳ、ＲＣ
同左

主 要 寸 法 23.85×8.6×9.0Ｈ

能 力 700㎥／日

処 理 の 方 法 中和、凝集沈殿

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時におい 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
て当該特定施 区 分
設から排出さ 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
れる汚水等の
汚染状態の通 水 量（㎥／日） 250 400 250 400 同左
常の値及び最
大の値並びに ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 7.0～8.0 7.0～8.0 0.5～2.5 0.5～2.5 6.5～8.5 6.5～8.5
当該汚水等の
通常の量及び ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 394 631 87.9 147
最大の量

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 57 10 15 同左

油 分（㎎／Ｌ） 32 41 1.5 1.9

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 64.6 84 64.6 84 81.2 106 81.2 106

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 12.3 8.14 11.7

ふっ素（㎎／Ｌ） ＜0.1 55 ＜0.1 55

同左
ほう素（㎎／Ｌ） ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1

ベンゼン（㎎／Ｌ） ＜0.01 0.1 ＜0.01 ＜0.01

ジクロロメタン ㎎／Ｌ ＜0.01 0.02 ＜0.01 ＜0.01（ ）

１，４－ジオキサン ㎎／Ｌ ＜0.05 2.8 ＜0.05 2.8（ ）

アンモニア、アンモニウム
25.8 33.6 25.8 33.6 32.5 42.4 32.5 42.4化合物、亜硝酸化合物及び

（㎎／Ｌ）硝酸化合物
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水処理施設Ｎｏ．３

種 類 中和槽、調整槽、沈殿槽、曝気槽、反応槽、凝集槽

構 造 ＲＣ＋ＰＰ，ＣＳ，ＲＣ＋ＦＲＰ
同左

主 要 寸 法 27.5×14.5×6.6Ｈ

能 力 1,050㎥／日

処 理 の 方 法 中和、凝集沈殿

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時におい 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
て当該特定施 区 分
設から排出さ 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
れる汚水等の
汚染状態の通 水 量（㎥／日） 430 570 430 570 同左
常の値及び最
大の値並びに ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 7.0～8.0 7.0～8.0 0.5～2.5 0.5～2.5 6.5～8.5 6.5～8.5
当該汚水等の
通常の量及び ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 394 631 87.9 147
最大の量

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 57 10 15 同左

油 分（㎎／Ｌ） 32 41 1.5 1.9

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 64.6 84 64.6 84 81.2 106 81.2 106

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 12.3 8.14 11.7

ふっ素（㎎／Ｌ） ＜0.1 55 ＜0.1 55

同左
ほう素（㎎／Ｌ） ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1

ベンゼン（㎎／Ｌ） ＜0.01 0.1 ＜0.01 ＜0.01

ジクロロメタン ㎎／Ｌ ＜0.01 0.02 ＜0.01 ＜0.01（ ）

１，４－ジオキサン ㎎／Ｌ ＜0.05 2.8 ＜0.05 2.8（ ）

アンモニア、アンモニウム
25.8 33.6 25.8 33.6 32.5 42.4 32.5 42.4化合物、亜硝酸化合物及び

（㎎／Ｌ）硝酸化合物
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 末端排水口

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 7,682.9 9,966.1 同左

ｐ Ｈ 7.0～8.0 6.5～8.5

ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 12.1 20

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 9.3 20 同左

油 分（㎎／Ｌ） ＜１ ＜１

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 8 16 9.98 20

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 1 1.5

ふっ素（㎎／Ｌ） 1.3 12

同左
ほう素（㎎／Ｌ） 4.4 5.6

ベンゼン（㎎／Ｌ） ＜0.01 ＜0.01

ジクロロメタン ㎎／Ｌ ＜0.01 ＜0.01（ ）

㎎／Ｌ ＜0.05 0.3１，４－ジオキサン（ ）

アンモニア、アンモニウム

3.2 6.4 3.99 8化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（㎎／Ｌ）

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年４月14日から同年５月５日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

コ
ー
モ
ト
薬
局 
黒
崎
店 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
三
九
一
一
―
五 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
五
年
四
月
一
日 

Ｐ
．
Ａ
．
Ｃ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
中
島
一
一
八
六
―
四
サ
ン
ラ
イ
フ
中
島
Ⅱ
Ａ
―
一
○
一 

 

令
和
五
年
四
月
一
日 
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〔
一
八
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

滝
谷
池
土
地
改
良
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

横
川 

 

守 
 

横
川 

 
守 

 

久
米
郡
美
咲
町
大
垪
和
西
一
五
三
一 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 

釣
田 

簣
義 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

大
垪
和
東
四
五
三 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

内
田 

秀
俊 

 

内
田 

秀
俊 

 
〃 

 

〃 
 

〃 
 

 

七
四
五 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

小
林 

智
之 

 

小
林 

智
之 

 
〃 

 

〃 
 

境
一
七
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

大
天 

嘉
行 

 

大
天 

嘉
行 

 

〃 
 

〃 
 

〃
二
〇
八
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

小
枝 

茂
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

打
穴
上
一
五
七
三 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

時
沢 

英
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

九
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

友
定 

正
直 

 

友
定 

正
直 

 

〃 
 

〃 
 

打
穴
里
八
二
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

武
中 

建
治 

 

武
中 

建
治 

 

〃 
 

〃 
 

打
穴
北
一
三
一
七 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

本
田 

和
司 

 

本
田 

和
司 

 

〃 
 

〃 
 

打
穴
西
一
〇
九
六 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

小
島 

洋
征 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
五
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

池
口 

雅
己 

 

池
口 

雅
己 

 

岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
六
一
一 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
上 

具
行 

 

久
米
郡
美
咲
町
和
田
北
一
五
三
七 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

宮
尾 

廣
実 

 

〃 
 

〃 
 

大
垪
和
西
一
六
七
八 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

常
清 

一
郎 

 

〃 
 

〃 
 

打
穴
上
五
六
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

山
田 

 

剛 
 

〃 
 

〃 
 

打
穴
西
一
一
六
―
二 

 
 

 
 

 
 

〃 

梶
谷 

玉
廣 

 

梶
谷 

玉
廣 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
八
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

監 

事 

芳
賀 

正
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

大
垪
和
東
一
二
七
七 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

富
田
千
代
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
六
一
四
―
一 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

平 
 

賢
嗣 

 

久
米
郡
美
咲
町
打
穴
中
二
〇
八
一
―
一 

 
 

 
 

 

〃 
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〔
一
八
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

香
々
美
土
地
改
良
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

水
嶋 

一
昭 

 

水
嶋 
一
昭 

 

苫
田
郡
鏡
野
町
香
々
美
四
八
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 

中
尾 

忠
志 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

九
〇
三
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

山
根 

隼
人 

 

山
根 

隼
人 

 
〃 

 

〃 
 

〃 
 

七
一
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

高
宮 

義
和 

 

高
宮 

義
和 

 
〃 

 

〃 
 

〃 
 

一
五
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

斉
藤 

明
弘 

 

斉
藤 

明
弘 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
八
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

産
賀 

俊
佑 

 

産
賀 

俊
佑 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
八
三
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

小
林 

卓
也 

 

小
林 

卓
也 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

四
五
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

山
根 

 

昇 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

六
一
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

大
林 

陽
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

公
保
田
四
三
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

水
杉 

和
史 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

香
々
美
一
二
二
一
―
一 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
山 

卓
美 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

八
四
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
島 

 

功 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

五
〇
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

小
谷 

勝
彦 

 

〃 
 

〃 
 

公
保
田
二
九
―
三 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

長
石 

一
光 

 

〃 
 

〃 
 

香
々
美
一
二
〇
九
―
二 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 

産
賀 

幹
雄 

 

産
賀 

幹
雄 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

三
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

監 

事 

渡
辺 

琢
二 

 

渡
辺 

琢
二 
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〃 
 

〃 
 

七
二
七
―
五 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

振
角 

泰
男 

 

振
角 

泰
男 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
二
一
〇
―
一 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

谷
口 

 

智 
 

谷
口 

 

智 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

八
四
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

令和５年４月１４日　岡山県公報　第１２４８９号



〔
一
九
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。      

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

事
業
主
体 

 
 

 
 

地 

区 

名      
 

 
 

工 
 

種 
 

 
 

 

完
了
年
月
日 

 

高
崎
土
地
改
良
区 

 

流
幹
川
上 

 
 

 
 

 
 

農
業
用
用
排
水
施
設 

令
和
五
・ 

三
・ 

九 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

丘
２
番
川
７ 

 
 

 
 

 

か
ん
が
い
排
水 

 
 

令
和
五
・ 

一
・
一
九 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

奉
還
１
門
樋
門 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
・ 

三
・ 

七 
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〔
一
九
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
児
島
田
の
口

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量

及
び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
五
日
か
ら
令
和

六
年
二
月
二
十
八
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
一
九
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

浅
口
市
鴨
方
町
六
条

院
中
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量

及
び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
七
日
か
ら
同
年

七
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
一
九
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
早
島
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

都
窪
郡
早
島
町
早
島

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

終

了

年

月

日 
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〔
一
九
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

倉
敷
市
、
笠
岡
市
、

総
社
市
、
浅
口
市
、

里
庄
町
、
矢
掛
町
全

域 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
デ
ジ
タ
ル
空
中
写
真
測
量

及
び
写
真
地
図
作
成
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
三
月
三
十
日 

終

了

年

月

日 
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〔
一
九
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
真
壁
字
赤
坂
四
三
六
―
六
、
四
三
六
―
七
、
四
三
七
―
一
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
駅
南
二
丁
目
二
一
―
二
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
Ｋ
三
〇
一 

武
村 

優
作 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
三
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
九
二
号 
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一
九
六

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

札
を
実
施
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名

令
和
５
年
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
配
置
業
務
委
託

(
2
)
調
達
業
務
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
配
置
業
務
委
託
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」
と
い
う
）
。

に
よ
る
。

(
3
)
契
約
期
間

契
約
締
結
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
3
1
日
ま
で

(
4
)
履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
1
0
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地

。

方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約

金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
５
年
度
に
県
が
発
注
す
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の

物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
令
和
５
年
岡
山
県
告

示
第
3
6
号
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申

請
手
続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
、

。
。

業
務
種
目
の
大
分
類
が
「
８
情
報
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
格
付
区
分
が
「
Ａ
」
で
あ
り
、
か
つ
小

分
類
「
２
シ
ス
テ
ム
等
開
発
・
改
良

「
３
シ
ス
テ
ム
等
管
理
運
営
」
及
び
「
８
情
報
・
通
信

」
、

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
調
査
」
の
い
ず
れ
か
に
登
録
が
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契

約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
岡
山
県
建
設
工
事
等
暴
力
団
対
策
会
議
運
営
要
領
に
基
づ
く
指
名
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
確
認
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
、
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
、
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

申
請
書
の
入
手
先
、
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
県
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号
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岡
山
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

電
話

0
8
6
－
2
2
6
－
7
2
6
4

４
入
札
手
続
等

(
1
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
、
問
い
合
わ
せ
先
及
び
契
約
条
項
を
示
す
場
所

〒
7
0
0
-
8
5
7
0
岡
山
県
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
教
育
情
報
化
推
進
室

電
話

0
8
6
－
2
2
6
－
7
8
2
6

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
y
o
i
k
u
j
o
h
o
@
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.
j
p

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
５
年
４
月
1
4
日
（
金
）
か
ら
同
年
５
月
1
2
日
（
金
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県

の
休
日
」
と
い
う
）
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

。
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

(
3
)
入
札
説
明
会

開
催
し
な
い
。

(
4
)
入
札
参
加
申
出
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
説
明

書
で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
提
出
期
間

令
和
５
年
４
月
1
4
日
（
金
）
か
ら
同
年
５
月
1
2
日
（
金
）
ま
で
（
県
の
休
日
を
除
く
）
の

。

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

イ
提
出
場
所

(
1
)
の
場
所
に
同
じ
。

ウ
提
出
方
法

持
参
又
は
郵
送
等
（
書
留
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
５
(
2
)
イ
に
お
い
て
同

じ
）
。

５
入
札
及
び
開
札
等

(
1
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

ア
日
時

令
和
５
年
５
月
2
5
日
（
木
）
午
前
1
0
時

イ
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
庁
出
納
局
用
度
課
入
札
室

(
2
)
入
札
書
の
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

ア
持
参

契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
者
（
以
下
「
本
人
」
と
い
う
）
又
は
代
理
人
が
５

。

(
1
)
ア
の
日
時
及
び
場
所
に
入
札
書
を
持
参
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
代
理
人
が
持
参
す
る
場
合

は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し
、
開
札
前
に
提
出
す
る
こ
と
。

イ
郵
送
等

本
人
が
作
成
し
た
入
札
書
を
封
印
を
し
て
、
５
（
1
)
イ
の
場
所
を
宛
先
と
し
た
配
達
証
明
付

き
の
郵
便
（
封
筒
を
二
重
と
し
、
外
側
の
封
筒
に
「
入
札
書
等
在
中
」
と
朱
書
き
し
、
内
側
の

封
筒
に
１
(
1
)
の
件
名
及
び
５
(
1
)
ア
の
日
時
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
）
を
も
っ
て
令
和
５

。
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年
５
月
2
4
日
（
水
）
の
午
後
５
時
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
再
入
札
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
場
で
引
き
続
き
行
う
の
で
、
郵
便
入
札
を
行
っ
た
者
は

再
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
3
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
、
令
和
５
年
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
配
置
業
務
委
託
の
履
行
に
係
る
一
切
の
費
用
に

相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

な
お
、
落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分

の
1
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消

。

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積

も
っ
た
契
約
金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

６
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

７
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

(
1
)
入
札
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。
）
第
1
3
1

条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
2
)
契
約
保
証
金

財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

８
そ
の
他

(
1
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

４
(
4
)
の
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
等
を
提
出
し
た
者
は
、
契
約
担
当
者
か
ら
当
該
書
類
等

に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札
に
係
る

入
札
書
は
、
無
効
と
す
る
。

(
3
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
4
)
落
札
者
の
決
定
方
法

財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低

制
限
価
格
以
上
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し
た
者
の
う
ち
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行

っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
5
)
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

８
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
t
u
r
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
t
o
b
e
o
u
t
s
o
u
r
c
e
d
:

R
e
i
w
a
5
t
h
y
e
a
r
I
C
T
s
u
p
p
o
r
t
s
t
a
f
f
,
p
l
a
c
e
m
e
n
t
w
o
r
k
c
o
n
s
i
g
n
m
e
n
t

(
2
)
C
o
n
t
r
a
c
t
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
t
h
e
d
a
y
c
o
n
t
r
a
c
t
i
s
s
i
g
n
e
d
a
n
d
s
u
b
m
i
t
t
e
d
t
h
r
o
u
g
h
M
a
r
c
h
3
1
,
2
0
2
4

(
3
)
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
m
a
n
u
a
l

(
4
)
D
e
a
d
l
i
n
e
f
o
r
b
i
d
d
i
n
g
:

1
0
：
0
0
A
.
M
.
2
5
M
a
y
,
2
0
2
3

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
f
o
r
I
n
q
u
i
r
i
e
s
:
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O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
B
o
a
r
d
o
f
E
d
u
c
a
t
i
o
n
H
i
g
h
S
c
h
o
o
l
E
d
u
c
a
t
i
o
n
D
i
v
i
s
i
o
n
，

E
d
u
c
a
t
i
o
n
D
i
g
i
t
i
z
a
t
i
o
n
P
r
o
m
o
t
i
o
n
s
O
f
f
i
c
e

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
，
K
i
t
a
－
k
u
，
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
，
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
，
7
0
0
－
8
5
7
0
，

J
a
p
a
n

T
E
L
:
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
8
2
6
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◎
岡
山
県
企
業
局
告
示
第
一
号

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、

浄
水
ケ
ー
キ
の
販
売
代
金
の
収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
五
年
四
月
十
四
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

片

山

誠

一

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

浄
水
ケ
ー
キ
の
販
売
代
金
に
係
る
収
納
の
事
務

二

委
託
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称

倉
敷
市
真
備
町
市
場
二
八
七
二

七

－

泉
興
産
株
式
会
社

岡
山
営
業
所

三

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦
五
九
一
二

三

岡
山
県
企
業
局
西
之
浦
浄
水
場
内

－

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
一
二
〇
〇

岡
山
県
企
業
局
鶴
新
田
浄
水
場
内

四

委
託
の
期
間

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和５年４月１４日　岡山県公報　第１２４８９号




